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２０２３年４月１２日 日本鉄道労働組合連合会 

第８１回ＪＲ連合国会議員懇談会 

地域公共交通・高速鉄道に係る取り組みについて意思統一！ 
ＪＲ連合は３月 29 日、第 81 回国会議員懇談会を開催

し、榛葉賀津也会長（参議院議員）をはじめとする国会議

員懇談会の所属議員・議員秘書、およびＪＲ各単組の代表

者らが出席した。第 80 回国会議員懇談会において加入を

確認した伊藤孝恵参議院議員は初めての出席となり、懇談

会の一員としてしっかり取り組んでいく旨挨拶した。 

懇談会を代表して榛葉会長は、鉄道のご利用が一定程度

回復している現状に言及するとともに、ＪＲ各労使でベー

スアップを獲得した春闘交渉への労いの言葉を述べ、「マ

スク着用を巡っては、政府方針が一貫していない部分があり、現場に混乱を来たしかねない状況

下にあると聞く。しっかりと現場の声を受け止めた政策活動に取り組む必要がある」と挨拶した。 

続いて荻山市朗会長が挨拶に立ち、まず春闘について振り返り、「グループ企業も含めて見れ

ば、まだ賃金水準が低いＪＲ産業では、しっかりと目標賃金を定め、バックキャストの思考で賃

金引上げに取り組んでいくことが重要である」旨述べた。

また、目下国会において審議中である“地域公共交通活性

化再生法”の改正法案について触れ、伴野豊副会長や伊藤

幹事が実際に委員会等で質疑に立ったことや、伴野副会長

が関係議員の質問や附帯決議にＪＲ連合の主張を反映す

るべく取り組んだことに対する謝意を伝えた。さらに、高

速鉄道ネットワークに係る提言を策定したことに触れ、地

域公共交通分野のみならず新幹線等の成長分野への投資

が不可欠であることも強く訴えた。 

鉄構労とともに策定した新幹線計画に係る提言について説明 

議事では、前述の法案審議を巡るＪＲ連合の取り組み経過と

今後の展望について説明を行い、引き続きの協力を要請した。 

当面する課題として、ＪＲ貨物については、“２０２４年問題”

のひとつの解決策として貨物鉄道へのモーダルシフト促進が不

可欠であり、今後提言の策定に取り組んでいくこと、また、北海

道新幹線延伸に伴う並行在来線問題に関して鉄道貨物のネット

ワーク維持に向けた取り組みが必要であることを報告した。同

様にＪＲ北海道の単独維持困難線区のうち、いわゆる黄線区の

扱いについては、2024 年に向けて今後の展望を描く必要がある

ことを報告し、それぞれ各議員の理解と協力を求めた。 

最後に森安祐貴産業政策局長が、鉄道運輸機構労働組合（略称：鉄構労）とともに策定した、

高速鉄道・新幹線ネットワークの構築と計画推進に係る政策提言「地域活性・発展の礎となる鉄

道網の構築を目指して」について説明を行った。併せて共同作成者である鉄構労の大野友和中央

執行委員長からは「整備新幹線の工期が一方的に定められることは問題だ。北陸新幹線は３年の

前倒しがおざなりに決まってしまい、組合員が身を削りながら苦労した結果、なんとか２年の前

倒しができた。建設業の労働規制や物流の“２０２４年問題”は現在進めている北海道新幹線の

札幌延伸工事の工程にも影響することは必至だ」と懇談会メンバーに対し、危機感を伝えた。 

これらの課題については一朝一夕に解決するものではないが、ＪＲ連合は関係議員との緊密な

連携をベースに、引き続き丁寧に、かつ大胆に取り組みを展開していく。 

鉄構労の大野友和委員長と柏木浩太書記長 


